
田崎中学校 生徒会
生徒主体で学校行事の活性化を！
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▲早朝からドレミの挨拶を呼び
　かける様子。

生徒会長

二
ふ た が わ

川 桜
さくら

子
こ
 さん （２年生）

　

田
崎
中
学
校
の
生
徒
会
は
、
本
部

（
会
長
・
副
会
長
・
書
記
）
と
学
習
・

生
活
・
文
化
・
図
書
・
保
健
・
体
育
の

６
つ
の
専
門
部
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
田
崎
中
で
は
「
ど
ん
な
時
も
、

礼
儀
正
し
く
、
み
ん
な
で
」
と
い
う

「
ド
レ
ミ
の
挨
拶
」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
に
、
全
校
生
徒
で
挨
拶
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
生
徒
会
は
田
崎
小

前
で
も
挨
拶
運
動
を
行
い
、
田
崎
地

区
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
頑
張
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、放
課
後
に
交
通
マ
ナ
ー

向
上
を
呼
び
掛
け
る
下
校
サ
ポ
ー

タ
ー
ズ
の
活
動
も
引
き
継
い
で
い
き

ま
す
。

　

私
が
生
徒
会
長
に
立
候
補
し
た
理

由
の
一
つ
に
は
、
生
徒
主
体
に
よ
る

学
校
行
事
の
活
性
化
の
実
現
が
あ
り

ま
す
。
生
徒
の
み
ん
な
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
、
主
体

と
な
っ
て
田
崎

中
を
盛
り
上
げ

て
い
け
る
よ
う

に
会
長
と
し
て

役
目
を
果
た
し

て
い
き
ま
す
。

鹿
屋
に
残
る

　
豪
族
た
ち
の
証

　

鹿
屋
市
に
は
、
県
が
文
化
財
の
な

か
で
特
に
重
要
な
も
の
と
し
て
指
定

し
た
文
化
財
＝
県
指
定
文
化
財
が
数

多
く
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
特
に
古

墳
時
代
（
３
～
７
世
紀
頃
）
に
豪
族

と
呼
ば
れ
る
権
力
者
が
鹿
屋
に
実
在

し
た
証
と
さ
れ
る
文
化
財
と
し
て
、

串
良
町
の
岡
崎
古
墳
群
と
吾
平
町
の

象ぞ
う
が
ん
そ
う
た
ち

嵌
装
大
刀
の
２
つ
の
県
指
定
文
化

財
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

岡
崎
古
墳
群
は
、
肝
属
平
野
西
側

の
台
地
上
に
立
地
す
る
古
墳
群
で
、

20
基
ほ
ど
の
古
墳
か
ら
な
り
ま
す
。

実
は
前
方
後
円
墳
は
県
内
で
大
隅
半

島
で
し
か
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
鹿

屋
市
で
は
串
良
町
の
岡
崎
古
墳
群
と

上
小
原
古
墳
群
が
あ
り
ま
す
。

　

岡
崎
古
墳
群
の
う
ち
の
一
つ
で
あ

る
15
号
墳
は
、
墳
丘
長
25
．
５
メ
ー

ト
ル
の
帆ほ

た
て
が
い

立
貝
形
前
方
後
円
墳
で
、

主
体
部
に
は
花か

こ
う
が
ん

崗
岩
製
の
箱
式
石せ

っ
か
ん棺

が
あ
り
、
そ
の
内
外
部
か
ら
甲

か
っ
ち
ゅ
う
へ
ん

冑
片

や
勾ま

が
た
ま玉

、管く
だ
た
ま玉

等
が
出
土
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地ち

か

し

き

下
式
横よ

こ
あ
な
ぼ

穴
墓
と
呼
ば
れ
る

南
九
州
特
有
の
墓
も
あ
り
、
鹿
児
島

県
を
代
表
す
る
遺
物
が
数
多
く
あ
り

ま
す
。

　

象
嵌
装
大
刀
は
、
吾
平
町
上
名
の

中
尾
地
下
式
横
穴
墓
群
（
６
世
紀
後

半
～
７
世
紀
初
頭
）
で
発
掘
さ
れ
ま

し
た
。
象
嵌
と
は
、
異
な
る
素
材
を

組
み
合
わ
せ
て
模
様
や
装
飾
を
施
す

技
法
の
こ
と
。
大
刀
に
は
、
鐔つ

ば

と
鎺

は
ば
き

の
両
面
と
切せ

っ

ぱ羽
縁ふ

ち
か
な
ぐ

金
具
部
分
に
銀
象

嵌
で
心し

ん
よ
う
も
ん

葉
文
や
二
重
半
円
文
が
施
さ

れ
て
お
り
、
象
嵌
が
施
さ
れ
た
大
刀

は
県
内
初
の
発
見
で
し
た
。
串
良
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
の
串
良
歴
史
民

俗
資
料
室
で
は
、
象
嵌
装
大
刀
の
再

現
レ
プ
リ
カ
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

中
尾
地
下
式
横
穴
墓
群
で
は
、
大

刀
の
他
に
鉄
刀
等
、
多
様
な
副
葬
品

が
出
土
し
、
県
内
に
お
け
る
古
墳
時

代
の
副
葬
品
の
な
か
で
も
屈
指
の
情

報
量
と
質
を
誇
る
貴
重
な
資
料
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
鹿
屋
市
に
は
、
古
来

よ
り
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
居
住
し

て
い
た
豪
族
た
ち
の
「
証
」
が
数
多

く
残
っ
て
い
ま
す
。
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▲�心葉文や二重半円文が施
　された象嵌装大刀の鐔

▲前方後円墳のイメージイラス
　トと串良町にある岡崎古墳群
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